
調査結果の概要 
Ｉ 人口の動向 

 １ 総人口 

（１） 千葉県 

平成３０年４月１日現在の千葉県の総人口は、６，２９７，２７１人で、     

平成２９年４月から平成３０年３月までの１年間に１２，１１１人（０．１９％）   

増加した。平成２６年度から５年連続で増加となっている。（表１、図１） 
 

表１ 総人口の推移 

年次 総人口（人） 増減数（人） 増減率（％） 

平成 24 年 6,258,078 -19,082 -0.30 

平成 25 年 6,240,461 -17,617 -0.28 

平成 26 年 6,244,455 3,994 0.06 

平成 27 年 6,254,359 9,904 0.16 

平成 28 年 6,269,146 14,787 0.24 

平成 29 年 6,285,160 16,014 0.26 

平成 30 年 6,297,271 12,111 0.19 
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図１ 総人口の人口増減数及び増減率の推移
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（２）市町村 

    人口が最も多いのは、千葉市の９６７，９６６人となっている。次いで、船橋市の

６３６，５３９人、以下、松戸市４９４，７３３人、市川市４８５，７６７人、     

柏市４１７，２１８人の順となっており、この５市で千葉県総人口の４７．７％を  

占めている。（表２） 
また、人口が最も少ないのは、神崎町の６，１７０人となっている。次いで、    

睦沢町の７，０９３人、以下、長柄町７，１２０人、芝山町７，４６１人、御宿町    

７，５６１人の順となっている。（表３） 
 

表２ 多い順 

順位 市町村名 人口（人） 総人口に占める割合（％） 

1 千葉市 967,966 15.37 

2 船橋市 636,539 10.11 

3 松戸市 494,733  7.86 

4 市川市 485,767  7.71 

5 柏 市 417,218  6.63 

 
表３ 少ない順 

順位 市町村名 人口（人） 総人口に占める割合（％） 

1 神崎町 6,170 0.10 

2 睦沢町 7,093 0.11 

3 長柄町 7,120 0.11 

4 芝山町 7,461 0.12 

5 御宿町 7,561 0.12 

 
  



２ 男女別人口 

男女別人口は、平成３０年４月１日現在で男性３，１４３，１２３人、女性      

３，１５４，１４８人となっている。平成２９年４月から平成３０年３月までの１年間

に、男性は５，２１２人（０．１７％）の増加、女性は６，８９９人（０．２２％）の

増加となった。 
また、男女別人口の推移をみると、平成２４年から女性の人口が男性の人口を上回り、

その差は少し広がった。（表４、図２） 
 

 
 表４ 男女別人口の推移  (単位：人） 

年次 総数 男 増減数 
増減率

（%） 
女 増減数 

増減率

（%） 

平成24年 6,258,078 3,128,454 -11,606 -0.37 3,129,624 -7,476 -0.24 

平成25年 6,240,461 3,117,685 -10,769 -0.35 3,122,776 -6,848 -0.22 

平成26年 6,244,455 3,118,792 1,107 0.04 3,125,663 2,887 0.09 

平成27年 6,254,359 3,124,007 5,215 0.17 3,130,352 4,689 0.15 

平成28年 6,269,146 3,130,890 6,883 0.22 3,138,256 7,904 0.25 

平成29年 6,285,160 3,137,911 7,021 0.22 3,147,249 8,993 0.29 

平成30年 6,297,271 3,143,123 5,212 0.17 3,154,148 6,899 0.22 
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Ⅱ 年齢３区分別人口 

 １ 千葉県 

    平成３０年４月１日現在の千葉県の年齢３区分別人口は、０～１４歳の年少人口が 

７７３，７６４人、１５～６４歳の生産年齢人口が３，８５９，９４３人、６５歳以

上の老年人口が１，６６３，５６４人となっており、それぞれ総人口に占める割合は、

１２．３％、６１．３％、２６．４％となっている。 
これを平成２９年４月１日現在と比べると、年少人口割合は０．１ポイント、   

生産年齢人口割合は０．３ポイントそれぞれ減少し、老年人口割合は０．４ポイント

増加となっている。（本編第４表、図３） 
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２ 市区町村 

年少人口割合が最も高いのは、印西市の１５．７％で、次いで、流山市の１５．２％、

以下、白井市１５．０％、千葉市緑区１４．８％、成田市１３．８％の順となっている。

また、最も低いのは御宿町の６．７％で、次いで、鋸南町の７．１％、以下、勝浦市    

７．３％、長南町７．６％、九十九里町８．３％の順となっている。 
生産年齢人口割合が最も高いのは、浦安市の６９．５％で、次いで、市川市の     

６６．９％、以下、千葉市中央区６５．１％、成田市６４．２％、習志野市６３．７％

の順となっている。また、最も低いのは御宿町の４３．９％で、次いで、南房総市の   

４７．１％、以下、鋸南町４７．１％、大多喜町５０．９％、勝浦市５０．９％の      

順となっている。 
老年人口割合が最も高いのは、御宿町の４９．４％で、次いで、鋸南町の４５．８％、    

以下、南房総市４４．２％、勝浦市４１．７％、大多喜町４０．２％の順となっている。

また、最も低いのは浦安市の１６．８％で、次いで、市川市の２０．９％、以下、千葉

市緑区２１．６％、印西市２１．８％、成田市２２．１％の順となっている。 
（表５、表６、図４） 
 

      表５ 高い順   （単位：％） 

年少人口 生産年齢人口 老年人口 

順位 市区町村名 割合 順位 市区町村名 割合 順位 市区町村名 割合 

1 印西市 15.7 1 浦安市 69.5 1 御宿町 49.4 

2 流山市 15.2 2 市川市 66.9 2 鋸南町 45.8 

3 白井市 15.0 3 千葉市中央区 65.1 3 南房総市 44.2 

4 千葉市緑区 14.8 4 成田市 64.2 4 勝浦市 41.7 

5 成田市 13.7 5 習志野市 63.7 5 大多喜町 40.2 

      表６ 低い順   （単位：％） 

年少人口 生産年齢人口 老年人口 

順位 市区町村名 割合 順位 市区町村名 割合 順位 市区町村名 割合 

1 御宿町 6.7% 1 御宿町 43.9% 1 浦安市 16.8% 

2 鋸南町 7.1% 2 南房総市 47.1% 2 市川市 20.9% 

3 勝浦市 7.3% 3 鋸南町 47.1% 3 千葉市緑区 21.6% 

3 長南町 7.6% 4 大多喜町 50.9% 4 印西市 21.8% 

5 九十九里町 8.3% 5 勝浦市 50.9% 5 成田市 22.1% 

 ※割合は、小数点第２位を四捨五入している。 
※割合が同率の場合、小数点第２位以下の値により順位を付けている。 
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３ １１地域 

   年少人口割合が最も高いのは、葛南地域の１２．９％で、次いで、印旛地域の     

１２．８％、東葛飾地域の１２．７％となっている。なお、年少人口割合が最も低いの

は夷隅地域の８．４％である。 
生産年齢人口割合が最も高いのは、葛南地域の６４．８％で、次いで、千葉地域の   

６１．７％、東葛飾地域の６１．２％となっている。なお、生産年齢人口割合が最も低

いのは安房地域の５０．２％となっている。 
   老年人口割合が最も高いのは、夷隅地域の４１．０％で、次いで、安房地域の     

４０．３％、香取地域の３４．６％となっている。なお、老年人口割合が最も低いのは

葛南地域の２２．３％となっている。（図５） 
 

 
※割合は、小数点第２位を四捨五入している。 
※割合が同率の場合、小数点第２位以下の値により順位を付けている。
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Ⅲ 年齢（５歳階級、各歳）別、男女別人口 

１ 年齢５歳階級別人口 

年齢５歳階級別にみると、４５～４９歳が５１３，９２０人で最も多く、総数に  

占める割合は８．１６％となっている。 
以下、４０～４４歳が４８４，１０７人で７．６９％、６５～６９歳が       

４６３，０２３人で７．３５％、５０～５４歳が４２０，１８５人で６．６７％、     

７０～７４歳が４１３，１５５人で６．５６％の順となっている。（表７） 
 

表７ 年齢５歳階級別人口 
年齢 人口（人） 総数に占める割合（%） 

総数 6,297,271 100.00 

0～4 240,729 3.82 

5～9 261,210 4.15 

10～14 271,825 4.32 

15～19 291,516 4.63 

20～24 325,576 5.17 

25～29 330,553 5.25 

30～34 364,952 5.79 

35～39 405,309 6.44 

40～44 484,107 7.69 

45～49 513,920 8.16 

50～54 420,185 6.67 

55～59 362,417 5.75 

60～64 361,408 5.74 

65～69 463,023 7.35 

70～74 413,155 6.56 

75～79 337,539 5.36 

80～84 237,832 3.78 

85～89 135,509 2.15 

90～94 58,599 0.93 

95～99 15,505 0.25 

100～ 2,402 0.04 

 
  



２ 年齢各歳別人口 

   年齢各歳別人口で最も人口が多いのは、第１次ベビーブーム世代に当たる７０歳の 

１０８，８９２人で、次いで、第２次ベビーブーム世代となる４４歳の１０７，２６８

人となっている。（図６） 

 

 

 

 

  

図６ 千葉県人口ピラミッド 

総数  ６，２９７，２７１人  

 

（単位：人） 



Ⅳ 平均年齢 

１ 千葉県 

    平成３０年４月１日現在の千葉県の平均年齢は、４６．２歳となっており、    

平成２９年４月から平成３０年３月までの１年間に０．３歳上昇している。なお、  

男女別にみると、男性の平均年齢は、４５．０歳、女性４７．４歳となっている。 
また、千葉県の平均年齢は、平成２４年から平成３０年までの６年間で      

１．９歳上昇している。（本編第４表、図７） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

２ 市区町村 

   市区町村別の平均年齢が最も高いのは、御宿町の５８．２歳となっており、県の平均 

年齢を１２．０歳上回っている。以下、鋸南町５６．９歳、南房総市５５．９歳、長南

町５５．０歳、勝浦市及び大多喜町５４．５歳の順となっている。 
また、平均年齢が最も低いのは、浦安市の４１．１歳で、県の平均年齢を５．１歳     

下回っている。次いで、成田市４３．４歳、千葉市緑区、市川市及び印西市の      

４３．７歳の順となっている。（表８、表９） 
表８ 高い順 

 
表９ 低い順 

順位 市区町村名 平均年齢（歳） 
 

順位 市区町村名 平均年齢（歳） 

1 御宿町 58.2  
 

1 浦安市 41.1  

2 鋸南町 56.9  
 

2 成田市 43.4  

3 南房総市 55.9  
 

3 千葉市緑区 43.7  

4 長南町 55.0  
 

3 市川市 43.7  

5 勝浦市 54.5  
 

3 印西市 43.7  

5 大多喜町 54.5   
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